
 

 

 

 

平成 24 年８月 10 日 

 

各      位 

会 社 名 片 倉 工 業 株 式 会 社 

代表者名   代表取締役社長  竹内  彰雄 

（コード番号 3001 東証第 1部 ） 

問合せ先   執行役員経理部長  佐野  公哉 

（TEL．03 － 6832 － 0229 ） 

 

平成 24 年 12 月期第２四半期累計期間における業績予想値との差異 

及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

  平成 24 年２月 17 日に公表した平成 24 年 12 月期第２四半期累計期間（平成 24 年１月１日～平成 24

年６月 30 日）の業績予想値と本日公表の平成 24年 12 月期第２四半期累計期間実績値に差異が生じま

したのでお知らせいたします。 

  また、平成 24 年 12 月期通期（平成 24 年１月１日～平成 24 年 12 月 31 日）業績予想においても最

近の業績の動向等を踏まえ下記のとおり修正しますのでお知らせいたします。 

 

記 

 
１．平成 24 年 12 月期第２四半期累計期間業績予想値と実績値との差異 

（１）連結 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 
四半期 

純利益 

１株当たり

四半期純利益

前 回 発 表 予 想（Ａ） 26,200 1,000 1,300 700 19 円 91 銭 

今 回 実 績 値（Ｂ） 25,461 1,463 1,684 699 19 円 90 銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △739 463 384 △1 ― 

増 減 率（％） △2.8 46.3 29.5 △0.1 ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 23年 12 月期第２四半期） 
25,272 1,552 1,872 1,507 42 円 87 銭 
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（２）個別 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 
四半期 

純利益 

１株当たり

四半期純利益

前 回 発 表 予 想（Ａ） 8,470 100 200 50 1 円 42 銭 

今 回 実 績 値（Ｂ） 8,303 481 694 176 5 円 02 銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △167 381 494 126 ― 

増 減 率（％） △2.0 381.0 247.0 252.0 ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 23年 12 月期第２四半期） 
8,250 269 463 1,105 31 円 46 銭 

 

 

２．平成 24 年 12 月期通期業績予想の修正 

（１）連結 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益

前 回 発 表 予 想（Ａ） 48,500 1,700 2,000 900 25 円 60 銭 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 48,500 2,000 2,400 700 19 円 91 銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 0 300 400 △200 ― 

増 減 率（％） 0.0 17.6 20.0 △22.2 ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 23年 12 月期） 
47,790 2,181 2,722 1,772 50 円 41 銭 

 

（２）個別 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益

前 回 発 表 予 想（Ａ） 16,900 250 350 100 2 円 84 銭 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 16,400 400 700 50 1 円 42 銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △500 150 350 △50 ― 

増 減 率（％） △3.0 60.0 100.0 △50.0 ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 23年 12 月期） 
16,886 416 671 1,484 42 円 24 銭 

 



３．差異及び修正の理由 
 （平成 24 年 12 月期第２四半期累計期間業績予想数値との差異） 

  連結については、売上高は若干の減収となったものの、営業利益・経常利益は、医薬品事業での

販売費等の減少、不動産事業における一部費用の下期への期ずれ及び全社的な費用削減を主として

予想を上回りました。四半期純利益は、退職給付制度終了損や減損損失の計上によりほぼ当初予想

どおりとなりました。 

 個別については、売上高は若干の減収となったものの、営業利益・経常利益は、不動産事業にお

ける一部費用の下期への期ずれ及び全社的な費用削減を主として当初予想を上回りました。四半期

純利益は、退職給付制度終了損や減損損失を計上したものの、経常利益の増益等により予想を上回

りました。 

 

 （平成 24 年 12 月期通期業績予想の修正） 

 連結については、売上高はほぼ当初予想どおりとなる見込であります。営業利益・経常利益は、

医薬品事業での販売費等の減少を主として、当初予想を上回る見込です。当期純利益は、経常利益

が当初予想を上回る見込みであるものの、退職給付制度終了損や減損損失の計上により当初予想を

下回る見込みであります。 

 個別については、売上高は若干の減収となる見込であります。営業利益・経常利益は、不動産事

業における費用削減や全社的な費用削減を主として、当初予想を上回る見込です。当期純利益は、

経常利益が当初予想を上回る見込みであるものの、退職給付制度終了損や減損損失の計上により当

初予想を下回る見込みであります。 

 

ご参考：セグメント業績と予想 

（単位：百万円） 

 第２四半期累計期間（実績） 通期（予想） 

売  上 営業利益 売  上 営業利益 

繊維 5,418 353 10,700 350

医薬品 8,227 354 17,000 900

機械関連 6,498 285 10,200 250

不動産 3,342 1,136 6,700 2,000

その他 1,974 73 3,900 100

調整額 △740  △1,600

合計 25,461 1,463 48,500 2,000

 

 ※ 当資料で記載している業績予想数値は、発表日現在において入手可能な情報に基づいたもので 

  あり、不確実な要因に係る仮定を前提としています。したがいまして、実際の業績は、様々な要 

  因によって、記載している内容と大きく異なる結果となる可能性がありますので、ご承知おきく 

  ださい。 

以 上 
 
 
 
 
  


